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○

証
券
取
引
法
第
六
章
の
二
第
二
節
の
規
定
に
よ
る
審
判
手
続
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
十
七
号
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
五
章

決
定
（
第
六
十
条
～
第
六
十
一
条
の
五
）

第
五
章

決
定
（
第
六
十
条
・
第
六
十
一
条
）

第
六
章

（
略
）

第
六
章

（
略
）

附
則

附
則

（
審
判
手
続
の
終
結
）

（
審
判
手
続
の
終
結
）

第
六
十
条

審
判
官
は
、
金
融
庁
長
官
が
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第

第
六
十
条

審
判
官
は
、
金
融
庁
長
官
が
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第

六
項
ま
で
の
決
定
を
す
る
に
足
り
る
主
張
及
び
証
拠
の
提
出
が
さ
れ
た
と
認
め

三
項
ま
で
の
決
定
を
す
る
に
足
り
る
主
張
及
び
証
拠
の
提
出
が
さ
れ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
審
判
手
続
を
終
結
す
る
。

る
と
き
は
、
審
判
手
続
を
終
結
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
決
定
の
記
載
事
項
）

（
決
定
の
記
載
事
項
）

第
六
十
一
条

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
決
定
に
は
、

第
六
十
一
条

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
決
定
に
は
、
次
に

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
六
項
の
決
定
に
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

４

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
三
項
の
決
定
に
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
た
だ
し
書
又
は
第
五

二

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
二
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
こ
と
。

項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
こ
と
。

（
二
以
上
の
決
定
を
す
る
場
合
の
按
分
額
）

第
六
十
一
条
の
二

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

（
新
設
）

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
個
別
決
定
ご
と
の
算
出
額
に
応
じ
て
按
分
し
て
得
た

額
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
い
ず
れ
か
高
い
額
に
、
同
項
に
規
定
す
る
個

別
決
定
ご
と
の
算
出
額
を
合
計
し
た
額
に
占
め
る
当
該
個
別
決
定
ご
と
の
算
出

額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
既
決
定
が
あ
る
場
合
の
按
分
額
）

第
六
十
一
条
の
三

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

（
新
設
）

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
新
決
定
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
個
別
決
定
ご

と
の
算
出
額
に
応
じ
て
按
分
し
て
得
た
額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら

同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
に
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
別

決
定
ご
と
の
算
出
額
を
合
計
し
た
額
に
占
め
る
当
該
個
別
決
定
ご
と
の
算
出
額

の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
罰
金
の
確
定
裁
判
が
あ
る
場
合
の
按
分
額
）

第
六
十
一
条
の
四

法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

（
新
設
）

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
一
以
上
の
決
定
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
個
別
決
定
ご

と
の
算
出
額
に
応
じ
て
按
分
し
て
得
た
額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
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同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
に
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
別

決
定
ご
と
の
算
出
額
を
合
計
し
た
額
に
占
め
る
当
該
個
別
決
定
ご
と
の
算
出
額

の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
罰
金
の
確
定
裁
判
が
あ
っ
た
場
合
の
按
分
額
）

第
六
十
一
条
の
五

法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
六
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定

（
新
設
）

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
決
定
に
係
る
課
徴
金
の
額
に
応
じ
て
按
分
し
て
得
た

額
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た

額
に
、
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
決
定

に
係
る
課
徴
金
を
合
計
し
た
額
に
占
め
る
当
該
決
定
に
係
る
課
徴
金
の
額
の
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
決
定
後
の
罰
金
、
没
収
等
と
の
調
整
）

（
決
定
後
の
没
収
等
と
の
調
整
）

第
六
十
二
条

金
融
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

第
六
十
二
条

金
融
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
一
項
又
は
第
二
項
の

で
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
の
決
定
（
法
第
百
七
十
八
条

規
定
に
よ
り
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
の
決
定
（
法
第
百
七
十
八
条
第
一

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

て
同
じ
。
）
又
は
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
決
定
の

じ
。
）
の
効
力
を
停
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
被
審
人
又
は
そ
の
代
理
人
に

効
力
を
停
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
被
審
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
通
知
し
な

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
処
分
に

２

法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
処
分
に
係
る
文
書
に

係
る
文
書
に
は
、
変
更
後
の
課
徴
金
の
額
、
変
更
の
理
由
及
び
変
更
後
の
課
徴

は
、
変
更
後
の
課
徴
金
の
額
、
変
更
の
理
由
及
び
変
更
後
の
課
徴
金
の
納
付
期

金
の
納
付
期
限
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

限
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

金
融
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
八

３

金
融
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
八



- -4

十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
決
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の

十
五
条
の
七
第
一
項
の
決
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
被
審
人
又
は

旨
を
被
審
人
又
は
そ
の
代
理
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
代
理
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

金
融
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ

４

金
融
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
処

る
変
更
の
処
分
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
の
処
分
を
し
た
後
の
法
第

分
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
の
処
分
を
し
た
後
の
法
第
百
八
十
五
条

百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
決
定
に
係
る
課
徴
金
の
額
を
超

の
七
第
一
項
の
決
定
に
係
る
課
徴
金
の
額
を
超
え
る
額
の
課
徴
金
が
既
に
納
付

え
る
額
の
課
徴
金
が
既
に
納
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
超
え

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
超
え
る
額
を
被
審
人
に
還
付
す
る
手

る
額
を
被
審
人
に
還
付
す
る
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
百
八
十

続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
百
八
十
五
条
の
八
第
六
項
の
規
定
に
よ

五
条
の
八
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
の
処
分
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
法

る
取
消
し
の
処
分
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
法
第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
の

第
百
八
十
五
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
決
定
に
係
る
課
徴
金
が
既
に

決
定
に
係
る
課
徴
金
が
既
に
納
付
さ
れ
て
い
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

納
付
さ
れ
て
い
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。


